
蕨市立東小学校

自己肯定感向上の取組
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本校について

・開校１４４年目

・児童数３７５人

・教職員数２４人

・校庭が広く自然豊か

・学校教育目標
かしこい子
心豊かな子
強くたくましい子

・埼玉県南東部に位置
する蕨市にある
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自己肯定感とは？

・ありのままの自分を受け入れられる

 肯定的な感覚

・自尊心や自尊感情とほとんど同じ

 意味で用いられていることが多い
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私たちの思考について

・1日のうちに１２０００回～６００００

 回の思考

・９５％が前日と同じ事を考えている

・80％が身を守るためのネガティブな

 思考

 ネガティブな考え方の常態化

 イライラ・不安によるストレス

4



皆さんの周りの

自己肯定感の高い人と低い人を

思い浮かべてみてください
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自分が次の場にいたら

どう感じますか？
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その場面とは

・ある会議でスピーチしました。

・途中言い間違えたり言葉を詰まらせました。

・席に戻ったら、こちらを見て何かを話して

いる人がいました。

⇒どう感じますか。
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自己肯定感は

子どもの成長や人格形成に

とても重要な感情
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（内閣府ホームページ
https://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h26gaiyou/tokushu.html）

「平成26年版 子ども・若者白書（概要版） 特集 今を生きる若者の意識
～国際比較からみえてくるもの～」（日本、韓国、アメリカ、イギリス、
フランス、スウェーデンの７カ国、満13～29歳の若者を対象）
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研究主題及び主題設定

規律ある態度
体育における
技能

H25～30年度 「できた、のびた、わかったを
味わえる体育授業」（器械運動領域）

体育好きの児童

H22～24年度 「進んで体力を高め、心身とも
に健康である児童の育成」（体育的活動）
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友達の考えを受け入れ、よりよい考えを導き出す
ことが苦手な児童の存在

自分のよさに気付けていない児童の存在

研究主題及び主題設定

「自他のよさを見つけ、認め合う児童の育成」
～体育科と特別活動を中心として～
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研究概要

目指す児童像
〇自分のよいところを相手に表現する姿
〇相手のよさを見つけ、伝える姿
〇目的に向けて、よりよい解決策やアイデアを追及する姿国 語

算 数

「児童の所属・承認欲求を満たす指導・学級づくりを推進する取組
を行うことで、児童が自分に自信を持ち、生き生きと他者と関わり
合うことができるだろう。」

「学習場面において、話合い、認め合う活動や評価を充実させるこ
とで、児童が進んでお互いを認め合い、学習目標を達成することが
できるだろう。」
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仮説１について

「児童の所属・承認欲求を満たす指導・学級づくりを推進する取組
を行うことで、児童が自分に自信を持ち、生き生きと他者と関わり
合うことができるだろう。」

手立て① 教職員による児童理解、児童の実態把握の取組

手立て② 短学活（朝・夕の会）を利用した学級への
所属感や自己存在感をもたせる工夫

手立て③ ライフスキル教育の手法を援用した学級活動の
取組
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児童理解メモ 休み時間調査

仮説１について

手立て① 教職員による児童理解、児童の実態把握の取組

いいところを見つける風土づくり よりよい人間関係づくり
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朝のスピーチ いいところさがし

仮説１について

手立て② 短学活（朝・夕の会）を利用した学級への
所属感や自己存在感をもたせる工夫

【形態の工夫】
例 全体の前でペア
同士・グループで

【構成の工夫】
例 感想を伝える時間
質問をする時間

指導と見取りと評価の徹底

【内容の工夫】
例 相互理解、合意形成、
創意発想

【対象の工夫】
例 前後
班のメンバー
くじで引いた人

【伝え方の工夫】
例 口頭で
紙に書いて
タブレットで
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手立て③ ライフスキル教育の手法を援用した学級活動の取組

仮説１について

①つかむ
事前に学級全員にアンケートをとるなどし、課題

意識をもたせる。

③決める
個人目標の意思決定をする。

②さぐる、見つける
実際に活動してみたり試したりして解決の糸口を

見つける。

ライフスキル教育の援用

セルフエスティーム 人間関係
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手立て① 話合い、認め合いの視点、方法を明確にした指導

仮説２について

「学習場面において、話合い、認め合う活動や評価を充実させること
で、児童が進んでお互いを認め合い、学習目標を達成することがで
きるだろう。」

手立て② 話合い、認め合いの評価の工夫
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手立て① 話合い、認め合いの視点、方法を明確にした指導

仮説２について

単元計画の工夫

望ましい声
かけ（話合
い・認め合
い）例を示
す。

互いの課題を
明らかにし、
見合うことが
できるように
する。
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手立て① 話合い、認め合いの視点、方法を明確にした指導

仮説２について

見合いの工夫
形態の工夫（ペア・３人組等の
特徴を踏まえ選択）

伝え方の工夫（映像の活用、身振り手振り、連続図への書き込みなど）
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手立て① 話合い、認め合いの視点、方法を明確にした指導

仮説２について

②技のコツや分かった
ことを伝える

伝え合いタイム

相手の伸びや頑張りを認める 相手の考えを認める
20

①出来栄えやアドバ
イスを伝える



手立て① 話合い、認め合いの視点、方法を明確にした指導

仮説２について

提案理由等のイメージの共有化
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手立て① 話合い、認め合いの視点、方法を明確にした指導

仮説２について

友だちの意見を大切にする工夫

意見の理由の視覚化 少数の意見

22



手立て① 話合い、認め合いの視点、方法を明確にした指導

仮説２について

折り合いをつける視点

物事を解決する姿
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手立て② 話合い、認め合いの評価の工夫

仮説２について

活動の場面での評価

声かけで評価 動画とともに評価

教え合い・認め合いの活発化 望ましい伝え合いの姿の共有
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手立て② 話合い、認め合いの評価の工夫

仮説２について

ふりかえりの場面での評価

友達に伝えても
らったことを記入

①めあてに正対するふり
かえり
②友達の考えのよさを認
めるふりかえり
③教員からの評価25



仮説２について

ふりかえりコーナーの工夫

手立て② 話合い、認め合いの評価の工夫

学級会の反省

実践活動の反省

みんなで作ってみたいこと

解決したいこと

みんなでやりたいこと お互いの目標や
活躍、ふりかえ
りの認め合い
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手立て② 話合い、認め合いの評価の工夫

仮説２について

ふりかえりカードの工夫

学級会シート ふりかえりカード

「友達のよいと
ころを見つけら
れたか」を見と
る項目

友達のいい
なと思った
ところ記入27



成果と課題

本校で実施したアンケート（一部抜粋）
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成果と課題

アンケート集計（数値項目から）

（１）自分には「よいところ」があると思いますか。

（２）友達やクラスメートは、あなたのことを
ほめたり、応援したり、みとめてくれたり
していると思いますか。

（３）あなたは、友達やクラスメートのことを
ほめたり、応援したり、みとめてくれたり
していると思いますか？

（４）授業の中でペアやグループ、チームで
話し合ったりすることは楽しいですか。

2.8％DOWN

21.5％UP

11％UP

6.2％UP

15.4％UP

0.8％DOWN
29



全国学力学習状況調査集計（記述項目から）

成果と課題

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和元年

令和3年

令和4年

全国学力学習状況調査質問紙回答

～自分にはよいところがありますか～

（令和2年未実施）

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

全国学力学習状況調査質問紙回答・・・自分にはよいところがあると思いますか。

令和元年 令和3年 令和4年

当てはまる 31.9 45.8 48.4

どちらかと言えば当てはまる 51.1 35.6 32.3

どちらかと言えば当てはまらない 10.6 11.9 12.9

当てはまらない 6.4 6.8 6.5
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埼玉県学力学習状況調査集計現５・6年生

成果と課題

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年

令和３年

令和４年

思う

どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない

思わない

埼玉県学力学習状況調査質問紙回答・・・自分には
よいところがあると思いますか。

現６年生
令和
２年

令和
３年

令和
４年

思う 38.1 43.5 55.7

どちらかと言えば思う 42.9 40.3 21.3

どちらかと言えば思わない 6.3 8.1 11.5

思わない 12.7 8.1 9.8

埼玉県学力学習状況調査質問紙回答・・・自分に
はよいところがあると思いますか。

現５年生
令和
３年

令和
４年

思う 58.7 64.4

どちらかと言えば思う 30.2 23.7

どちらかと言えば思わない 7.9 5.1

思わない 3.2 6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年

令和４年

思う

どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない

思わない
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今後の本校の取組

・これまで学級という単位での取組

 ⇒学級より一人一人の子どもに重きを

 置く

 ⇒それぞれの子どもが主体的に本気で

 取り組めるような授業を目指す

※より広い視点から児童の自己肯定感の

 高低に影響する要因について考える
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ご清聴
ありがとうございました
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